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1.はじめに 

現在、化石燃料の枯渇や原子力問題を背景に、太陽光、風力、地熱、バイオマス等の自然エネルギ
ーに対する期待が高まっている。我々は、太陽光を集束し太陽光励起レーザーでパルスレーザー光に
変換、パルスレーザー光で酸化金属を金属へ還元と同時にナノ粒子化し、化学的ポテンシャルエネル
ギーの差として金属にエネルギーを貯蔵する太陽エネルギーサイクルに関する研究を行なっている 1-5)。
現在、屋外で太陽光励起高繰返しパルスレーザーが稼働し、１日あたり 100g 級の酸化金属の還元を行
なっている。このエネルギーサイクルの実現には、酸化金属等の高効率還元が必須である。液相レー
ザーアブレーション法を用いて酸化 Mg や使用済 Mg粉末等の Mg金属への還元実験を行い、レーザー照
射後の成分等について解析を進めている。高繰返し Nd:YAGパルスレーザー等を用いた液相レーザーア
ブレーション法では高効率な還元が可能であることがすでに明らかとなっている。今回、還元プロセ
スにおける熱的影響の有無を調べるためｆｓパルスレーザーを用いて還元実験を行った。 

 

2.実験 

還元を行う酸化マグネシウムのサンプルとして、純度 99%のマグネシア（MgO）、およびマグネシウム
空気電池に使用した後の Mg 粉末を用いた。両サンプルにパルスレーザーを照射し、液中での還元・ナ
ノ粒子化実験を行った。レーザー光源には、チタンサファイアパルスレーザー（パルス幅 100fs、ピー
ク波長 750nm、繰返し 1kHz、最大平均出力 2W）を用いた。溶媒として水、アセトン、ベンジン等を用
いた。レーザー照射後のサンプルに対し、XRD による成分解析を行なった結果、Mg 金属線の増強を確
認した。溶媒が水である場合、Mg(OH)2の生成を観測、pH センサーでアルカリ性が強まることを確認し、
電子放出がこの還元に関与している可能性が強まった。レーザーにより還元された Mg 金属の量を水素
生成により特定し、還元率について低繰返し Nd:YAGパルスレーザー等を用いた還元実験の結果と比較
した。Fig1.にマグネシウム空気電池に使用した後の Mg 粉末にレーザー照射した例を示す。詳細につ
いては報告にて行う。 
 

 

Fig.1. Powder after laser irradiation in some liquids. 
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